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令和３年 第2回大田原市議会定例会  審議された議案等と結果

報告第 ８ 号 報告受理一般財団法人大田原市管理公社ほか４法人の経営状況について

報告第 ２ 号 報告受理令和２年度大田原市継続費繰越計算報告について

報告第 ３ 号 報告受理令和２年度大田原市繰越明許費繰越計算報告について

報告第 ４ 号 報告受理令和２年度大田原市事故繰越し繰越計算報告について

報告第 ５ 号 報告受理令和２年度大田原市水道事業会計予算繰越計算報告について

報告第 ６ 号 報告受理令和２年度大田原市水道事業会計継続費繰越計算報告について

報告第 ７ 号 報告受理令和２年度大田原市下水道事業会計予算繰越計算報告について

議案番号 議案件名 結 果

おおたわら市 議会だより  令和 3年 8月1日 （2）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
補
正

措
置

令和３年

第２回

　

令
和
３
年
第
２
回
市
議
会
定
例

（
６
月
定
例
会
）
は
、
６
月
14
日（
月
）

か
ら
23
日
（
水
）
ま
で
の
10
日
間
を

会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
案
件
は
、
継
続
費
繰
越
計
算

報
告
・
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
報

告
・
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
報
告
・

予
算
繰
越
計
算
報
告
・
一
般
財
団

法
人
大
田
原
市
管
理
公
社
ほ
か
４

法
人
の
経
営
状
況
な
ど
の
報
告
７

件
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
案
件

４
件
、
人
事
や
条
例
改
正
な
ど
の

案
件
13
件
が
提
出
さ
れ
、
計
24
件

の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
議

案
と
し
て
は
、
市
職
員
の
不
妊
治

療
休
暇
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
改
正

や
、
市
長
等
の
給
与
減
額
期
間
を

本
年
度
末
と
す
る
給
与
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
で
し
た
。
ま
た
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

は
、
歳
入
歳
出
予
算
、
債
務
負

担
行
為
の
補
正
で
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
」
等

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
の
経
費
及
び
当
初
予
算

成
立
後
の
諸
事
情
に
対
す
る
経

費
に
つ
い
て
補
正
を
講
じ
る
も

の
で
す
。
補
正
額
は
、
５
億
１

５
１
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、

歳
入
歳
出
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

３
１
０
億
１
８
７
８
万
５
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
議
案
は
す
べ

て
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
、
詳

細
に
つ
い
て
は
下
記
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
一
般
質
問
は
、
３
日

間
で
14
人
の
議
員
が
行
い
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
５
ペ
ー

ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
定
例
会



議案番号 議案件名 結 果

議案第４３号 大田原市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること
について

議案第４４号 大田原市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること
について

議案第４６号 大田原市職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例の
制定について

議案第４８号 市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第４９号 大田原市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５４号 物品の取得について

議案第５５号 令和３年度大田原市一般会計補正予算（第３号）

議案第５０号 大田原市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

承　　認
(全会一致 )

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（令和２年度大田原市
一般会計補正予算（第１０号））議案第３９号

承　　認
(全会一致 )

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市税条例等の
一部を改正する条例の制定について）議案第４０号

承　　認
(全会一致 )

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市都市計画税
条例の一部を改正する条例の制定について）議案第４１号

承　　認
(全会一致 )

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（令和３年度大田原市
一般会計補正予算（第２号））議案第４２号

原案可決
(全会一致 )

大田原市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正
する条例の制定について議案第４５号

原案可決
(全会一致 )

大田原市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部を改正
する条例の制定について議案第４７号

原案可決
(全会一致 )

大田原市公共設置型浄化槽の管理等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について議案第５１号

原案可決
(全会一致 )

大田原市ふれあいの丘の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について議案第５２号

原案可決
(全会一致 )

大田原市那須与一伝承館の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について議案第５３号

同　　意
(全会一致 )

同　　意
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(賛成多数 )

おおたわら市 議会だより（3） 令和 3年 8月1日 

令和３年 第2回大田原市議会定例会  審議された議案等と結果
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塚
　
正
　
義

斎
　
藤
　
光
　
浩

鈴
　
木
　
　
　
隆

秋
　
山
　
幸
　
子

伊
　
賀
　
　
　
純

議

案

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

議案第４２号

議案第４３号

議案第４４号

議案第４５号

議案第４６号
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議案第５０号
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おおたわら市 議会だより  令和 3年 8月1日 （4）

　ご自宅等のパソコンから生中継をご覧いただく際は、市のホーム
ページの「大田原市議会」から「議会中継」のページへお進みください。
また、タブレット端末及びスマートフォンからも視聴できます。
　なお、本会議の録画映像も市ホームページにて配信しておりますので
ぜひご覧ください。

市議会ではインターネットによる生中継をしております

●大田原市ホームページ
https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

●お問い合せ先
大田原市議会事務局　☎0287-23-8714

●アクセス方法

令和３年 第２回大田原市議会定例会における表決状況一覧

 ○：賛成　×：反対　欠：欠席　　※前野良三議長は採決に原則加わりません



14人の熱弁

順番 順番質 問 者 質 問 者質　問　事　項 質　問　事　項

①指定管理者制度について

②子供の読書環境の充実について

①過疎対策事業債の活用について

②高齢者の買い物支援について

③8050問題を含む引きこもりについて

①市民協働による地域づくりについて

②降ひょう等による市内の被害状況に

　ついて

①高齢者対策について

②災害時の備蓄品管理について

③大田原市総合計画後期基本計画策定

　に伴う市民意識調査について

①本市に保管されている指定廃棄物の

　安全な管理について

②自家消費食品の放射性物質簡易検査

　の実施について

③高齢化社会に向け、高齢者の自立を後

　押しする行政について

④女子児童・生徒が学校でも安心して

　過ごせるよう「小・中学校の女子トイレ

　に生理用品の設置」について

①新型コロナウイルスワクチン接種に

　ついて

②スマート農業導入推進について

③豚熱（CSF）対策について

①指定地域密着型サービス事業について

②介護サービス事業における指導監査に

　ついて

③令和７年及び令和22年を見据えた

　地域福祉について

①新型コロナウイルスワクチン接種計画
　と課題について
②トラクター等の盗難対策について
③「70歳代を高齢者と言わない都市おお
　たわら」宣言について

①コロナ禍においての市民の生活支援に
　ついて
②新型コロナウイルスワクチンの市の
　接種対応について
③目指すべき多様な価値観を認め合う
　大田原市の社会について

①コロナ禍における中小企業・小規模事
　業者の経済支援などについて
②宿泊学習について
③教科担任制による学びの質を高める
　教育などについて
④コロナ禍における学びの継続などに
　ついて
⑤野生イノシシからの市民の安全確保など
　について

①公園の整備について
②サイクリングロードの整備について

①GIGAスクールが児童生徒の健康面に
　与える影響について
②「ゼロカーボンシティ」の取り組みに
　ついて

①インターネット「Makuake・ふるさと
　納税型クラウドファンディング会社」
　を活用したまちづくりについて
②新型コロナウイルスワクチン接種について
③桜の名所の管理・保存について
④広報おおたわらに国際医療福祉大学
　専用ページの創設について

①予算や財政状況のより分かりやすい
　公表について
②大田原市公共施設個別施設計画と
　施設の利活用について

　定例会において、議員が市民の代表として、行政全般にわたり市の考え方や施策の
進捗状況及び将来における政策方針等を質すことです。また、議員は市長等の答弁を
受け、疑問を質すことはもとより、市民の立場に立った事務事業の改善や政策提言を
する議員の重要な権限です。
（次ページ以降の質問及び答弁に関する記事は、質問した議員が自ら原稿をおこし、
それを掲載しています。なお、原稿提出があった方のみ掲載しております。）

一般質問とは

市政を問う一般質問

4 大豆生田  春美

8 滝田　一郎

9 伊賀　　純

10 鈴木　　隆

髙瀨　重嗣1

斎藤　光浩2

新巻　満雄3

秋山　幸子5

大塚　正義6

前田　則隆7

櫻井潤一郎11

菊地　英樹12

中川　雅之13

星　　雅人14

※太字が掲載されている項目

質問通告者と質問事項

おおたわら市 議会だより（5） 令和 3年 8月1日 



おおたわら市 議会だより  令和 3年 8月1日 （6）

質
問
：
小
中
学
校
に
お
け
る
図
書
購

入
費
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
７
３
７
万
８
０
０
０
円
を
計

上
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
の
予
算

と
比
較
す
る
と
、
１
０
８
万
８
０
０

０
円
の
減
、
決
算
額
７
６
６
万
８
５

７
円
と
比
較
す
る
と
、
28
万
２
８
５

７
円
の
減
で
す
。
学
級
数
や
児
童
生

徒
数
を
基
礎
数
値
と
し
、
例
年
の
支

出
状
況
を
加
味
し
な
が
ら
算
出
し
て

い
ま
す
。
予
算
を
前
年
度
の
実
績
で

比
較
す
る
と
、
合
計
約
５
０
０
万
円

と
算
定
し
て
お
り
、
実
際
の
図
書
購

入
決
算
額
が
約
７
６
６
万
円
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
普
通
交
付
税
算
定
額

を
上
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

質
問
：
一
番
削
減
さ
れ
て
い
る
の
は

大
田
原
中
学
校
で
す
が
。

答
弁
：
教
育
振
興
費
の
需
要
費
の
中

で
、
学
校
図
書
購
入
費
を
充
て
て
い

ま
す
。
大
田
原
中
学
校
は
図
書
購
入

費
よ
り
も
需
用
費
に
ウ
エ
ー
ト
を
か

け
た
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

質
問
：
蔵
書
数
が
足
り
て
い
る
か
は
、

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
図
書
室
の
広
さ
に
も
よ
る
が
、

精
査
し
な
が
ら
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
図
書
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
図
書
購
入
費
が
足
り
な
い
な

ら
ば
、
学
校
ご
と
に
図
書
後
援
会
的

な
も
の
を
つ
く
っ
て
、
寄
附
を
集
め

る
の
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
可
能
で
す
。

質
問
：
ト
コ
ト
コ
マ
ル
シ
ェ
の
移
動

販
売
車
の
実
績
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
令
和
３
年
４
月
か
ら
事
業
を

開
始
し
、
主
に
市
街
地
周
辺
地
域
を

中
心
に
Ｐ
Ｒ
活
動
及
び
販
売
拠
点
の

開
拓
を
し
な
が
ら
移
動
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
市
営
西
原
団
地

や
富
士
見
ハ
イ
ツ
周
辺
の
ほ
か
数
カ

所
で
毎
週
１
回
の
販
売
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
個
人
宅
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ

ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ト
コ
ト
コ

マ
ル
シ
ェ
と
し
て
は
、
今
後
、
販
売

エ
リ
ア
の
拡
大
及
び
巡
回
希
望
な
ど

の
要
望
に
も
随
時
対
応
で
き
る
よ
う

体
制
づ
く
り
の
強
化
を
図
り
た
い
意

向
で
す
。

質
問
：
販
売
対
象
地
域
の
範
囲
と
訪

問
回
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
巡
回
し
て
い
る
曜
日
で
す
が
、

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
半
頃
ま
で
販
売
し

て
お
り
、
基
本
週
１
回
、
現
時
点
で

は
ま
だ
市
街
地
を
中
心
に
、
移
動
販

売
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
要
望

に
応
じ
て
市
内
全
域
、
そ
れ
か
ら
旧

西
那
須
野
町
の
周
辺
ま
で
を
エ
リ
ア

と
し
て
考
え
て
、
移
動
販
売
を
実
施

し
た
い
意
向
の
よ
う
で
す
。

子
供
の
読
書
環
境
の

充
実
に
つ
い
て

髙瀨　重嗣 議員斎藤　光浩 議員

高
齢
者
の
買
い
物
支
援

に
つ
い
て

一般質問
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質
問
：
市
の
考
え
る
市
民
参
加
の
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
市
民
が
自
治
や
市
政
に
積
極

的
に
参
加
し
協
働
し
て
こ
そ
、
地
域

が
自
主
的
か
つ
自
立
的
に
決
定
し
、

地
方
自
治
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
し
て
い
ま
す
。
市
民
と
は
、
個
人
、

法
人
、
あ
る
い
は
自
治
会
な
ど
の
各

種
団
体
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
多
様
な
主
体
の
集
ま
り
で
あ
る
市

民
と
市
議
会
、
そ
し
て
市
役
所
と
が

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
役
割
や
行
動
規
範
、

そ
し
て
責
任
を
認
識
し
、
地
域
課
題

の
解
決
や
安
全
で
安
心
な
魅
力
の
あ

る
地
域
の
創
造
の
た
め
に
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
市
民
参
加
、

市
民
協
働
の
地
域
づ
く
り
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
：
行
政
と
自
治
会
長
連
絡
協
議

会
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
定
期
的
に
役
員
会
や
研
修
会

等
に
お
い
て
、
自
治
会
加
入
率
の
減

少
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
治
会
が

有
す
る
地
域
課
題
に
つ
い
て
、
そ
の

解
決
の
方
策
を
検
討
し
た
り
、
市
か

ら
の
情
報
提
供
を
行
わ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
密
接
に
連
絡
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
市

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

連
携
し
て
課
題
解
決
へ
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問
：
避
難
所
に
お
け
る
備
蓄
品
の

管
理
方
法
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
災
害
時
に
使
用
す
る
備
蓄
品

の
在
庫
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
購

入
時
に
消
費
期
限
の
デ
ー
タ
を
パ
ソ

コ
ン
に
登
録
を
し
て
管
理
す
る
と
共

に
、
備
蓄
品
本
体
に
も
期
限
を
表
示

し
、
防
災
倉
庫
に
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
生
理
の
貧
困
で
す
。
防
災
備
蓄
品

か
ら
必
要
な
方
に
生
理
用
品
を
配
布

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
備
蓄
品
の
う
ち
衛
生
用
品
に

つ
い
て
は
、
使
用
期
限
経
過
後
に
お

い
て
も
使
用
可
能
な
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、
期
限
等
を
考
慮
し
な
が
ら

提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
備

蓄
品
と
し
て
生
理
用
品
を
国
際
医
療

福
祉
大
学
に
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
報
道
等
で
困
窮
し
て
い
る
学

生
の
事
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
学
生
さ

ん
が
い
ま
し
た
ら
、
差
し
上
げ
て
頂

き
た
い
と
お
伝
え
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
備
蓄
品
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
今
回
一
般
会
計
補
正
予
算
の
中

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
金

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は

生
活
支
援
の
日
用
品
と
し
て
、
生
理

用
品
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
は
、
日
用
品
を
配
布
す
る
こ
と
と

一
緒
に
、
生
活
困
窮
の
状
況
を
聞
き

取
り
な
が
ら
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
協
働
に
よ
る
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て

新巻　満雄 議員大豆生田　春美 議員

災
害
時
の
備
蓄
品
管
理

に
つ
い
て

一般質問

（7） 令和 3年 8月1日 



おおたわら市 議会だより  令和 3年 8月1日 （8）

質
問
：
環
境
省
で
は
、
栃
木
県
内
の

農
家
が
保
管
す
る
全
て
の
農
業
系
指

定
廃
棄
物
の
放
射
能
濃
度
再
測
定
を

行
い
一
括
で
公
表
し
て
い
ま
す
が
、

市
は
市
内
９
カ
所
、
そ
れ
ぞ
れ
の
測

定
値
を
把
握
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
市
の
９
カ
所
そ
れ
ぞ
れ
の

測
定
値
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
本
市
に
お
い
て
遮
蔽
を
徹
底

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
保
管
庫

建
設
な
ど
、
保
管
強
化
を
図
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
減
容
化
や
保
管
場
所
、
保
管

方
法
等
に
つ
い
て
は
国
、
県
、
市
で

協
議
を
し
、
連
携
し
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
集
約
場
所
の
保
管

施
設
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
保
管
庫
を
含

め
て
国
の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
早

期
解
決
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

質
問
：「
指
定
解
除
せ
ず
、
焼
却
さ

せ
な
い
、
減
容
化
に
は
圧
縮
で
保
管

し
、
最
後
ま
で
国
の
責
任
を
も
っ
て

処
分
さ
せ
る
」
と
い
う
市
長
の
考
え

を
引
き
続
き
堅
持
し
て
い
た
だ
け
る

か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
10
年
間
と
い
う
長
い
年
月
に

わ
た
っ
て
、
指
定
廃
棄
物
を
保
管
し

て
い
る
農
家
の
皆
様
方
の
苦
痛
を
考

え
、
そ
の
方
針
は
堅
持
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
：
市
内
32
カ
所
の
診
療
所
等
で

個
別
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
個
別
接
種
の
予
約
者
に
キ
ャ
ン

セ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、
廃
棄
を
防

ぐ
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、
接
種
開

始
の
前
半
は
、
他
の
方
に
声
を
か
け

な
が
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
分
を
処
理
で
き

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
終
盤
に

は
非
常
に
難
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
診
療
所
等
の
接
種
業
務
軽
減

を
図
る
た
め
に
も
、
キ
ャ
ン
セ
ル
分

処
理
方
法
の
標
準
化
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
現
在
、
個
別
医
療
機
関
で
の

対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
調
整

が
難
し
い
場
合
、
集
団
接
種
に
従
事

す
る
市
職
員
等
が
被
接
種
者
と
な
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ

の
被
接
種
者
の
中
に
教
員
、
保
育
士

及
び
介
護
に
従
事
す
る
職
員
な
ど
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
追
加

す
る
方
向
で
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
消
防
職
員
及
び
市
職
員
の
接

種
優
先
順
位
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
那
須
地
区
消
防
組
合
所
属
の

消
防
職
員
は
全
員
が
接
種
を
完
了
し

て
い
ま
す
。
市
職
員
に
つ
い
て
は
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観
点
上
、
今
後
接
種
が
完

了
し
て
い
な
い
不
特
定
多
数
の
市
民

に
接
す
る
と
思
わ
れ
る
方
々
に
対
す

る
接
種
方
法
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
に
保
管
さ
れ
て
い
る

指
定
廃
棄
物
の
安
全
な

管
理
に
つ
い
て

秋山　幸子 議員大塚　正義 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

一般質問



おおたわら市 議会だより

質
問
：
高
齢
者
、
障
害
者
を
取
り
巻

く
現
状
と
将
来
推
計
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
：
高
齢
者
の
現
状
は
、
令
和
３

年
３
月
31
日
現
在
で
高
齢
者
人
口
は

２
万
１
１
６
６
人
、
高
齢
化
率
は

30
．１
％
で
あ
る
。
要
介
護
認
定
者

は
３
７
５
０
人
、認
定
率
は
17
．７
％

で
あ
る
。
障
害
者
の
現
状
は
、
障
害

者
手
帳
の
取
得
状
況
が
令
和
３
年
３

月
31
日
現
在
で
４
４
２
４
人
、
取
得

率
は
６
．07
％
で
あ
る
。
高
齢
者
人

口
の
将
来
推
計
は
、
令
和
７
年
に
は

２
万
１
９
０
５
人
、
高
齢
化
率
は
32
．

５
％
、
令
和
22
年
に
は
２
万
１
５
６

３
人
、高
齢
化
率
が
38
．４
％
と
な
る
。

障
害
者
人
口
の
将
来
推
計
は
算
定
基

準
が
な
い
も
の
の
、
年
２
％
か
ら
３
％

ず
つ
増
加
す
る
と
予
測
す
る
。

質
問
：
今
後
の
利
用
者
増
加
に
伴
う

介
護
施
設
等
の
需
給
関
係
の
見
通
し

や
指
定
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
18
床
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
、
状
況
を
見
据
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
：
民
生
費
の
推
移
と
将
来
予
測

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
：
令
和
元
年
度
の
決
算
額
で
１

１
３
億
１
２
２
０
万
円
、
５
年
前
の

平
成
26
年
度
決
算
額
か
ら
は
18
．

４
％
増
加
し
て
い
る
。
将
来
の
予
測

は
、
令
和
７
年
に
は
14
．８
％
の
伸
び
、

令
和
22
年
に
は
42
．４
％
の
伸
び
が

見
込
ま
れ
る
。

質
問
：
政
府
が
想
定
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す

る
本
市
の
対
応
と
課
題
に
つ
い
て
。

答
弁
：
６
月
か
ら
土
曜
日
接
種
も
追

加
し
、
７
月
末
ま
で
に
65
歳
以
上
の

方
の
80
％
が
接
種
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
へ
の
接

種
は
完
了
で
き
る
見
込
み
で
す
。

質
問
：
ワ
ク
チ
ン
供
給
と
集
団
、
個

別
接
種
会
場
ご
と
の
調
整
に
つ
い
て
。

答
弁
：
ワ
ク
チ
ン
は
十
分
な
量
が
供

給
さ
れ
個
別
接
種
が
約
７
割
、
集
団

接
種
が
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
約
に
余
力
が
あ
る
医
療
機
関
に
つ

き
ま
し
て
は
、
予
約
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
や
市
へ
の
問
合
せ
の
際
に
案
内

を
行
う
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
十
分
な
供
給
量
と
は
。

答
弁
：
５
月
31
日
現
在
、
２
万
３
２

０
５
回
分
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
個
別
接
種
で
週
に
３
０
０
０
回
、

集
団
で
１
２
０
０
回
位
な
の
で
十
分

に
供
給
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

質
問
：
若
い
世
代
に
な
っ
た
と
き
は

臨
機
応
変
な
対
応
が
必
要
と
思
う
が
。

答
弁
：
接
種
券
の
送
付
は
65
歳
以
上

が
５
歳
刻
み
で
す
が
、
予
約
の
入
り

方
に
よ
っ
て
は
５
歳
刻
み
か
ら
10
歳

刻
み
も
し
く
は
15
歳
刻
み
と
い
う
形

で
調
整
を
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

質
問
：
会
場
に
行
け
な
い
方
に
は
。

答
弁
：
か
か
り
つ
け
医
が
往
診
で
接

種
し
ま
す
。

令
和
７
年
及
び
22
年
を

見
据
え
た
地
域
福
祉
に

つ
い
て

前田　則隆 議員滝田　一郎 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
と

課
題
に
つ
い
て

一般質問

（9） 令和 3年 8月1日 



おおたわら市 議会だより  令和 3年 8月1日 （10）

質
問
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）
は
、

種
の
保
存
に
抗
う
と
い
う
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
、
男
女
共
同
参
画
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
る
市
を
引
っ
張
っ

て
い
く
立
場
で
、
目
指
す
べ
き
社
会

を
ど
う
捉
え
、
ど
う
創
り
上
げ
て
行

く
の
か
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
人
権
問
題
は
、
私
た
ち
が
持

つ
思
い
込
み
や
偏
見
に
よ
っ
て
生
じ
、

何
気
な
く
相
手
を
傷
つ
け
、
そ
れ
が

日
常
的
に
繰
り
返
さ
れ
人
権
侵
害
と

な
る
場
合
も
あ
る
。
私
た
ち
は
常
に

こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
問
題
意
識
を
持
ち
、
差
別
を

な
く
す
た
め
に
、
一
人
一
人
の
違
い

を
認
め
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

個
性
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
割
合
は
、

複
数
の
調
査
で
10
〜
13
人
に
一
人
の

割
合
と
言
わ
れ
、
性
の
違
和
感
を
小

学
校
高
学
年
く
ら
い
か
ら
感
じ
始
め

る
と
お
聞
き
す
る
が
、
小
中
学
校
の

教
育
の
中
で
、
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る

の
か
、
学
習
指
導
要
領
に
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
記
載
な
ど
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
学

校
で
差
別
の
な
い
望
ま
し
い
人
間
関

係
確
立
の
た
め
、
各
教
科
の
学
習
や

人
権
教
室
等
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

 
質
問
：
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
厳
し
い
経

営
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
経
済
支
援

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
事
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

本
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
よ
り
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
４

つ
の
支
援
策
を
実
施
し
ま
す
。
１
つ

目
は
食
事
割
引
券
の
発
行
事
業
、
２

つ
目
は
市
内
事
業
者
が
実
施
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

に
係
る
経
費
の
補
助
事
業
で
す
。
３

つ
目
は
市
の
制
度
融
資
で
あ
る
小
口

資
金
、
特
別
小
口
零
細
企
業
資
金
、

中
小
企
業
緊
急
小
口
資
金
の
う
ち
、

令
和
２
年
度
の
申
請
者
を
対
象
に
、

３
年
間
の
利
子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

４
つ
目
は
令
和
２
年
度
に
新
設
し
た

中
小
企
業
緊
急
小
口
資
金
制
度
を
引

き
続
き
令
和
３
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

中
小
企
業
緊
急
小
口
資
金
は
、
低
金

利
、
２
年
間
の
据
置
き
期
間
の
設
定
、

信
用
保
証
料
の
全
額
補
助
な
ど
中
小

企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め

の
使
い
や
す
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。

質
問
：
第
三
者
認
証
制
度
（
と
ち
ま

る
安
心
認
証
）
と
の
連
携
に
よ
る
安

全
安
心
な
飲
食
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
促

進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
市
と
し
て
は
、
認
証
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
て
ま
い
り
ま
す
。

目
指
す
べ
き
多
様
な
価
値

観
を
認
め
合
う
大
田
原
市

の
社
会
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

経
済
支
援
な
ど
に
つ
い
て 伊賀　　純 議員鈴木　　隆 議員

一般質問



おおたわら市 議会だより

質
問
：
巻
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
管
理
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
奥
沢
地
内
か
ら
蛭
田
地
内
ま

で
の
総
延
長
８
．１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
区
間
を
舗
装
の
損
傷
な
ど
で
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
随

時
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
路
肩
の
草

刈
り
な
ど
は
地
元
の
皆
様
に
自
主
的

に
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

質
問
：
舗
装
の
つ
な
ぎ
目
の
草
が
生

え
て
い
る
部
分
、
一
部
舗
装
が
割
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
車
と
か
が
入
れ
な

い
よ
う
な
柵
を
入
れ
る
た
め
の
パ
イ

プ
が
高
く
危
な
い
と
こ
ろ
の
補
修
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
支
柱
が
折
れ
て
し
ま
っ
て
危

険
な
と
こ
ろ
は
、
業
者
に
発
注
し
て
、

準
備
が
で
き
次
第
対
応
し
ま
す
。
舗

装
の
草
に
関
し
て
は
、
舗
装
の
作
業

班
の
ほ
う
で
対
応
す
る
予
定
で
す
。

質
問
：
巻
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
お
お
た

わ
ら
丘
ポ
タ
」
で
コ
ー
ス
の
一
部
と

し
て
利
用
さ
れ
た
り
、
時
折
り
、
個

人
で
走
行
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
る

程
度
で
す
。

質
問
：
新
た
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
安
全
に
走
行
可
能
な
自
転
車

専
用
道
路
の
有
用
性
は
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
新
た

に
整
備
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
：
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

後
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
具
体

的
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
現
在
行
わ
れ
て
い
る
広
域
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
の
基
幹
的

設
備
改
良
工
事
で
は
、
ご
み
の
焼
却

熱
を
利
用
し
た
発
電
設
備
を
設
置
し
、

年
内
に
稼
働
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
生
活
ご
み
全
般
が
今
ま
で
は

湯
気
と
煙
に
変
わ
っ
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
電
力
に
変
換
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
か
な
り
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
貢
献
度
は
、
市
民
の
皆
様
か

ら
出
る
ご
み
が
そ
れ
ら
全
て
処
理
さ

れ
て
電
力
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。
発
電
量
の
出
力
は
、

毎
時
１
４
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
っ

て
お
り
、
発
電
し
た
電
力
は
自
家
消

費
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
一
定
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
紙
、
布
類
や

食
品
残
渣
な
ど
の
生
ご
み
を
焼
却
処

理
す
る
工
程
で
発
生
す
る
蒸
気
を
利

用
す
る
発
電
と
な
る
こ
と
か
ら
、
廃

棄
物
か
ら
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収

す
る
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て

の
性
質
を
有
し
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
資
す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
自
家
消
費
し
切
れ
な
い

余
剰
電
力
に
つ
き
ま
し
て
は
、
売
電

も
想
定
し
て
お
り
、
現
在
東
京
電
力

と
協
議
中
で
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
整
備
に
つ
い
て

櫻井　潤一郎 議員菊地　英樹 議員

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

一般質問

（11） 令和 3年 8月1日 



おおたわら市 議会だより  令和 3年 8月1日 （12）

質
問
：
全
国
の
自
治
体
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
「
Ｍ
a
k
u
a
k
e
」

を
活
用
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

「
Ｍ
a
k
u
a
k
e
」
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
図
れ
な
い
も

の
か
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：「
Ｍ
a
k
u
a
k
e
」
と
は
、

株
式
会
社
マ
ク
ア
ケ
が
運
営
す
る
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
で
、
設
立
以
来
４
０
０
０
件

を
超
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
社
は
、
地
方
自
治

体
が
主
体
と
な
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
寄
付
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
募
る
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
手
掛
け
て

お
り
、
こ
れ
が
「
Ｍ
a
k
u
a
k
e

ガ
バ
メ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

本
市
に
お
い
て
も
、
市
が
委
託
し
て

い
る
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
運
営
事
業
者
の
ふ
る
さ
と
納
税
型

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、
昨
年
度
は
、
眼
科
検
診
用
屈
折

検
査
機
器
の
購
入
の
た
め
に
寄
付
を

募
っ
た
所
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
型

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
寄

付
控
除
の
仕
組
み
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
の
課
題
の
解
決
や
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
上
で
有
効
な
手
法
と
考
え

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
賛
同

を
得
て
、
事
業
に
活
用
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
：
大
田
原
市
公
共
施
設
個
別
施

設
計
画
第
５
章
の
実
施
計
画
の
改
修

等
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
、
今
後

10
年
間
で
行
わ
れ
る
大
規
模
改
修
、

長
寿
命
化
改
修
、
取
壊
し
の
予
定
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
６
年
に

は
湯
津
上
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
湯
、
２

０
２
９
年
に
は
総
合
文
化
会
館
、
２

０
３
０
年
に
は
大
田
原
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
等
の
取
壊
し
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
５
章
の
実
施
計
画
に

お
い
て
、
今
後
取
壊
し
（
廃
止
や
統

合
）
が
検
討
、
決
定
さ
れ
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
計
画
第
５
章
の
実
施
計
画

で
は
、
建
物
ご
と
の
経
過
年
数
や
対

応
す
る
工
事
種
別
と
時
期
及
び
そ
の

金
額
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

取
壊
し
と
な
る
施
設
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
建
物
の
構
造
や
経
過
年

数
、
利
用
状
況
、
劣
化
度
な
ど
を
客

観
的
に
判
定
し
た
結
果
と
施
設
の
必

要
性
、
安
全
性
、
更
新
に
必
要
な
費
用
、

建
て
替
え
、
代
替
施
設
の
有
無
な
ど

を
十
分
に
検
討
し
た
結
果
を
総
合
的

に
判
断
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
っ
た

施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
様
に
は
ご
不
便
を
来
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
の
執
行

に
際
し
て
利
用
者
の
皆
様
と
意
見
の

調
整
や
計
画
の
周
知
な
ど
を
丁
寧
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト「
Ｍ
ａ
ｋ
ｕ
ａ
ｋ
ｅ
・

ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
会
社
」を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

中川　雅之 議員星　　雅人 議員

大
田
原
市
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
と
施
設

の
利
活
用
に
つ
い
て

一般質問



◆
4
月
15
日

（
報
告
事
項
）

１　

大
田
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

　
　

の
策
定
に
伴
う
市
民
意
識
調
査
の
結

　
　

果
に
つ
い
て

２　

大
田
原
市
内
部
統
制
基
本
方
針
の
策

　
　

定
に
つ
い
て

３　

第
４
次
大
田
原
市
行
政
改
革
大
綱
の

　
　

策
定
に
つ
い
て

４　

令
和
２
年
度
情
報
公
開
・
個
人
情
報

　
　

開
示
の
状
況
に
つ
い
て

５　

請
願
・
陳
情
採
択
事
件
処
理
状
況
の

　
　

報
告
に
つ
い
て

６　

大
田
原
市
消
防
団
機
能
別
団
員
制
度

　
　

の
変
更
に
つ
い
て

７　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第

　
　

２
号
に
つ
い
て

８　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

９　

大
田
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

　
　

保
険
事
業
計
画（
あ
ん
し
ん
プ
ラ
ン
）

　
　

第
８
期
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

10　

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表
に

　
　

つ
い
て

11　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

 

◆
5
月
14
日

（
報
告
事
項
）

１　

令
和
２
年
度
大
田
原
市
一
般
会
計
補

　
　

正
予
算
第
10
号
に
つ
い
て

２　

大
田
原
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
　

染
症
対
策
利
子
補
給
事
業
の
実
施
に

　
　

つ
い
て

３　

大
田
原
市
ふ
れ
あ
い
の
丘
指
定
管
理

　
　

者
の
指
定
取
消
に
つ
い
て

４　

６
月
定
例
会
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

（
協
議
事
項
）

１　

市
民
5
分
間
演
説
の
再
開
に
つ
い
て

 

◆
6
月
23
日

（
報
告
事
項
）

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

２　

大
田
原
市
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
ネ
ー

　
　

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
採
用
者
の
特
定
に

　
　

つ
い
て

３　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

 

◆
6
月
21
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

 

◆
6
月
21
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

 

◆
6
月
21
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

 

◆
4
月
15
日

１　

議
場
内
執
行
部
席
の
変
更
に
つ
い
て

２　

令
和
３
年
度
内
の
定
例
会
日（
予
定

　
　

表
）の
配
付
に
つ
い
て

３　

令
和
３
年
度
全
員
協
議
会（
予
定
表
）

　
　

の
配
付
に
つ
い
て

◆
5
月
14
日

１　

６
月
定
例
会
の
取
扱
い
に
つ
い
て

２　

市
民
5
分
間
演
説
の
再
開
に
つ
い
て

◆
6
月
7
日

１　

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
の
招
集
に

　
　

つ
い
て

◆
６
月
14
日

１　

議
場
内
の
服
装
つ
い
て

 

◆
4
月
9
日

１　

議
会
だ
よ
り
５
月
号
の
確
認
に
つ
い
て

◆
4
月
15
日

１　

議
会
だ
よ
り
５
月
号
に
つ
い
て

◆
６
月
14
日

１　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

おおたわら市 議会だより（13） 令和 3年 8月1日 

　○○○に関する
　　　　　請願（陳情）

1. 請願（陳情）の趣旨
2. 請願（陳情）の理由

令和○年○月○日

請願（陳情）者
　住所　
　氏名
大田原市議会議長あて

《表　紙》 《内　容》

■ 請願（陳情）書は、議会事務局へ持参してください。
■ 内容は簡単な趣旨、理由、提出日、請願（陳情）者の住所
　 及び氏名を記載し捺印して提出してください。
■ 用紙のサイズは A4版でお願いいたします。
■ 道路や水路等の場合は地図の写しや略図を添付してくだ
　 さい。

〈 

請
願（
陳
情
）書
の
書
式
例 

〉

紹介議員名
（陳情は不要）

請願・陳情はこんな方法で

全
員
協
議
会

総
務
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

協議会及び委員会の内容 4月～6月



議
会
日
誌

議
会
日
誌

4月

6月

9
日
◯
広
報
広
聴
委
員
会

15
日
◯
会
派
代
表
者
会
議

　
　

◯
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◯
全
員
協
議
会

　
　

◯
広
報
広
聴
委
員
会

23
日
◯
栃
木
県
市
議
会
議
長
会
議

5月14
日
◯
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◯
全
員
協
議
会

21
日
◯
那
須
市
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　

総
会

26
日
◯
全
国
市
議
会
議
長
会
総
会

27
日
◯
県
北
五
市
議
長
会
議

7
日
◯
議
会
運
営
委
員
会

14
日
◯
令
和
３
年
第
２
回
市
議
会

　
　
　

定
例
会
招
集（
本
会
議
）

　
　

◯
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◯
広
報
広
聴
委
員
会

16
日
◯
本
会
議（
一
般
質
問
）

17
日
◯
本
会
議（
一
般
質
問
）

18
日
◯
本
会
議（
一
般
質
問
）

21
日
◯
総
務
常
任
委
員
会

　
　

◯
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

◯
建
設
産
業
常
任
委
員
会

23
日
◯
本
会
議（
議
決
）

　
　

◯
全
員
協
議
会

市民５分間演説休止のお知らせ
　大田原市議会では、市内に在住、在勤または在学する方で、議案に
対する賛否や市の一般事務について、自分の意見を自由に発言すること
ができる「市民５分間演説」を実施しておりましたが、コロナ禍による
状況変化にともない、市民の安全・安心を推進している市議会としては、
「市民５分間演説」は当面の間休止とさせていただいております。
　また、将来において、コロナ禍が終息しうる状況になった場合には、
市民の皆様のご参加をお 待ちしておりますので、それまではご自愛くだ
さいますようお願いいたします。

おおたわら市 議会だより  令和 3年 8月1日 （14）



各委員会の活動

総務常任委員会

民生文教常任委員会

議会運営委員会

建設産業常任委員会

広報広聴委員会

おおたわら市 議会だより（15） 令和 3年 8月1日 

委員長報告

総務常任委員会審査の様子▶

委員長報告 ◀民生文教常任委員会審査の様子

委員長報告

建設産業常任委員会審査の様子▶

『議会だより』作成の様子▶

委員長報告 ◀議会運営委員会の様子



９月定例会開催のお知らせ令和３年

9月6日（月）～9月17日（金）
※ 一般質問内容など詳細につきましては後日、議会ホームページで公開いたします。

市議会では新型コロナウイルス感染症対策を徹底して、定例会を行っております。

●マスクを着用（発言時も着用する）。
●傍聴の自粛（インターネット中継の視聴を推奨）。
●一般質問の質問時間を10分短縮。
●議場内の窓や扉は換気のため開けたままにする。
●熱中症対策として、マスク自体の工夫やフェイス
　シールド等の着用。休憩時間では水分の補給を行う。

会 期
（予 定）

市議会ＨＰは
こちらから

　公職の候補者等が選挙区内の方々に対して、金銭、物品その他

の財産上の利益供与または交付は公職選挙法に抵触しますので、

ご理解くださいますようお願いいたします。

大田原市議会議員一同

　『音訳（デイジー）版議会だより』をご希望の方は、
下記へお問い合わせください。

『議会だより』の内容を音声で聞くことができます

●福祉課　☎0287-23-8921

主な対策内容

おおたわら市 議会だより  令和 3年 8月1日 （16）
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